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8･35(3Hx2･singlet･isobutenyl認 >C-C>)

8･02(lH,triplet,旦C…C-),7.78(3II,singlet,

furanring2position-CH,),6.60(2H.doublet.

=C-C堅2-),5･27(2H,singlet,31furylmethyloxy

-C1!2-0-)3･95(1H,singlet,furanring4position

proton).
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Summay

Kikuthin is a novelinsecticide,the active

componentofwhichis5-(2-propymyl)-2-methyl-

3-furylmethylchrysanthemate.

Thiscompound wassynthesized asfollowf.

ethy12-methyト3-furoate(Ⅰ)whichobtainedby

cycli2:ationofethylacetoacetateandmonochloro-

acetaldehydeemployingpyridinewasbrominated

toethy15-brom0-2-methyl-3-furoate(ⅠⅠ⊃at50

to60°Cwithbromineintheabsenceofasolvent.

Reductionof⊂ⅠⅠ⊃Withexcesslithium aluminium

hydrideinethersolutiongave5-brom0-2-metllyト

3-furylmethanol(IIIコ.

Thereafter,(TTI〕wastreatedwithdihydropyrane

undertheacidicconditiontogive5-brom0-2-

methy1-31furylmethyltetrahydropyranyl 占ther

〔ⅠⅤコ.

TheGrignardcouplingof〔lV⊃Withpropargyl

bromideintetrahydrofuranresultedto2-methyl-

5-(2-propynyl卜3イurylmethyltetrahydropyranyl

ether⊂V〕.Acidichydrolysisof〔V⊃ gave2-

methyl-5-(2-propynyl)-3-furylmethanollVI).

Finally.bytheesterificationof(ⅤⅠコWith a

equivalentmoleofchrysanthemummonocarboxylic

acidchlorideinthepresenceofpyridineinbenzene

at0to5oCthetitlecompoundwasobtained.

InsecticidalActivityofaNew yrethroid:PEiktlthrin.StudiesonInsecticideIII.Michio

NAKA7mttl,AtsushiTstJDA.KozoABE,ShujiINAMAStJ,ToshihikoMuKAt.(ResearchLaboratori9S,

Yoshitomi PharmaceuticalIndustries,LtdりYoshitomi･cho,Fukuoka,Japan)Received July

3,1970,Botyu･Kagaku35,91.1970.

12. 串クス リンの殺虫効果 殺虫剤に関する研究 節3報l) 中西芙T=?夫,印円 厚.安部宏=,

稲桝修乱 向井授彦 (吉田撃法英株式会杜研死所,吉富町,福岡県)45.7.3受刑

新しい pyrethroid系殺虫剤 Kikuthrinおよびその放柾の剤zf!11こついて.tJt拭rTtl虫にイエバェ.

チャバネゴキプ').アカイエカを用い Allethrinを対P.tlとして殺虫効力を比幌検討した.

その結果坊超化合物は従来のpyrethroidにくらペて.ノックダウン効九 致死効力3日こす ぐn,

特に乳剤,蚊取線香,ft:気マットにわいてr;t越した効力を示した.

緒 論

既存の pyrethr6id系殺虫剤は強いノックダウン効

果を布する反面致死効力に難点があり,群生が起りや

すい欠点をもっている.

また.放近 M.E11iottにより発見された 5-benzyト

3lfurylmethylchrysanthemate2)は従釆のpyrethroid

に見られない強い殺虫特性を示すが,ノックダウン効

力は既存のものに比べて劣り3), ノックダウン効力,I

致死効力ともにすぐれた効力を有する pyretbroidの

開発はこれまで困難であった.

著者らが新しい低苛性殺虫剤の開発を目的として一一
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連の三歪結合基置換フラン誘導体の研究中に見出した

新 pyrethroid系殺虫剤 Kikutbrin一)はノックダウン

効力,致死効力ともにすぐれ,特に哨乳動物に対して

低毎性5)であった.

本報告では Kikuthrinの原汐ぉよび数種剤型につ

いて,対象昆虫にイエバエ,チャバネゴキブリ,アカ

イエカを用いてその殺虫効力を検討し,市販allethrin

と比較した結果を報告する.

実験材料および実験方法

I. 実 験 材 料

1. 供 試 昆 虫

当社研究所において累代飼育中の供試虫および飼育

条件を表示する.

供試虫の柾斑 :

飼育条件 :25-28oC,RH60-70%,Massbreeding.

2. 供 試 薬 剤

(1) 供試化合物

Kikuthrin:純度 91% 以上,吉富製薬株式会社割

く工業規格品).

Allethrin:純度 90% 以上,住友化学工業株式会社

製 (工業規格品).

(2) 製剤 上記の供試化合物を下記の処方例に従っ

て製剤 した.

a. ェアゾール :供試化合物を所定濃度となるよう

に相知白灯油 (商品名,Deotomizol)に溶かした桁牧

13.5'% と噴射剤86.5% とをエアゾール試験耐圧ビン

につめてエアゾールを得る.

b. 蚊取線香 :粕粉,木粉,タブ粉 (5:1:2)からな

る線香基材に供試化合物を所定の氾肝となるように加

良,水 (130%)で練合,成型,乾燥して蚊取線香を和

孤 獄 学 名 令 期 性 別 培韮基および飼料

イ エ バ エ (高 槻 系)
Muscadomestfca

vz'cinaMacq.
成虫4-5日 ♀ 舌 オカラ培荘娩 粉ミルク,砂桝水

チ ャバ ネ ゴ キ プ 1) BtatteZta

(伝研系) germam'caL
成 虫 舌 昆虫用飼料 (オリエンタル)

ア カ イ エ カ(J-F.tI昏系)
CulcxL)1'〆ens

♪altensCoquillet

成虫3-5日 ♀ 舌 砂 糖 '水

終 令 幼 虫 ♀ 古 昆虫用飼料 (オ.)エンタル)

ち.

C. 悶気蚊収用マット:供試化合物の1%n-hexane

浴紋を,23.0×33.0×2.8(mm)の吸水紙 (以下"マッ

ト"と呼ぶ)にマットあたりの所定丑となるように処

理してTE気蚊取用マットを得る.

d. 乳剤 :松原らの方法8)に準じ供試化合物0.25%,

乳化剤 (Tritonx100)45.0%,Xylene54.75% の混合

乳化郎紋を調製した.

H.実 験 方 法

1. m所粘用法 :鵬試薬剤を acetone.で希釈 し,

班々の淡俊の検紋を邪知する.炭酸ガスで麻酔したイ

エバエの胸部背板またはチャバネゴキプ1)の胸腹部に

枚紋を徴Li江別船で仙川し,砂地水をあたえ室温 (25

-28oC)に放田して24時間後の致死率を求める.氾皮
一致死率回帰宙線から LD60伯を節目げ ろ.

2. ガラス面接触法 :鵬試薬剤を acetoneで希釈

し,それぞれの渋皮の薬剤 lmtを直径 9cmのペトリ

ー皿に滴下して均一にひろげ,ついでacetoneを蒸散

させたのち,イエバエまたはチャバネゴキブリを放ち,

時間経過にともなうノックダウン効力ならびに24時間

後の致死率を求めた.
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3. 0.5m3新型試験迫田法 :容朋0.5m3(65×65×

125cm)の箱型法JB円にエアゾールを2秒噴射し.10

秒経過後その煙霧巾にアカイエカを放ち時間経過にと

もなうノックダウン率を観察し,一定時間煙誘rflで被

砧させた後,装置内よりアカイエカを取り.ilル ,別の

17i潔な容掛 こ移して砂枇水を与え,室温 (25-28°C)

24時間後の致死率を観察した.

4. ガラスシリンダー法 :

(1) エアゾール :良沢式Pn霧降下退位 7)を当研究室

で改造した弘田および方法書を伏用した.すなわち.

まずシリンダー内にイエバエ100 匹を放ち,エアゾー

ルを2秒間噴射してノックダウンするイエバエを自動

的に記録し,10分後にイエバエを取り出して招来な別

容卿 こ移し,室温 (25-28oC)24時間後の致死率を祝

賀した.

(2)Tti気蚊取マット:良沢式散粉降下装怒8)を用い

てTti気蚊取マットの試験を行なった.まず始めにTtiĴも

蚊取用マットを 135oCに連続加熱しておき.所定時

*本法では,100匹の供試虫について.経時的に親杭

落下虫数を盃丑で自動記録する.(節1および邦2
図参照)詳細については投稿準鵬巾.



防 虫 科 学 界 35 巻一m
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Fig.{_1. ThemodifI'edNagasawa'ssettling
mistapparatus.

I
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Fig.2. Thecumulativedistributioncurve

ofknocked･downhouseflies.

問矧 こシリンダー内で20分間蒸散させてその中にイエ

バエ30匹を放ちノックダウン虫を観察記録した.60分

間被毒させたのちシリンダー円よりイエバエを取り出
し,田潔な容掛 こ移し,砂榔水を与えて24時間後の致

死率を税黙した.

(3)蚊取線香 :(I)と同じ地位をJT]い.0.5gの蚊取相

宿をシt)ングー円で点火発煙させ柵訴終了後この申に

イエバェを100匹放ってノックダウン虫を20lJmn動

記録した.20分後にイエバエを取 り出しm潔な窄掛 こ

移し砂桝水を与えて24時間後の致死率を視察した.

(4) 没FJ7払 :上述した混合乳化原液を飲料水で所定

机fRに希釈し500ccのど-カーに満たした.この水防

紋小にアカイエカ終令幼虫を放ち室温 (25-28oC)下

24時間後の致死率を観察し,濃度-致死率回帰層線よ

りLC50伯を求めた.

実鼓括具と考察

1. イエバエおよびチャバネゴキブリの成虫に対す

る局所施用および接触法によろ殺虫効力

局所施用法にJ:ろKikuthrinのイエバエ弛びにチ

ャバネゴキプ.)の各成dlに対する致死効力とガラス面

接触法による抜他殺dl効凪 すなわちノックダウン効

罪と24時間後の致死効力とを耶12そおよび郡2衣a,

bに示す.

邦122から明らかなようにイエバエ成山に対す る

Kikuthrinの致死効力は 0.250r/flyで Allethrinに

比傾して 2.85LlT･強力であり.またチャバネ3'キプ1)

成虫に対しても 1.29桁の効力を示した.またイエバ

ェ成虫に対すろノックダウン効只および24時間後の致

死科 ま那2訟aから明らかなように前沢皮Wl城では

KikuthrinとAllethrinとはほほ悶群庇のノックダウ

ン効果をホすが,低況fB:榊 刺こ移行するほどKikuthrin

の相対効力比がfn大してくる.

すなわち Allethrinでは各氾庶問の KT-50位の差

が大きく,伏流庇ほど致死率は低下し蘇生する割合が

高 くなっている.しかし,Kikuthrinでは低濃度箭域

まで安定して強いノックダウンと致死効力を示す産れ

た特徴がみられる.さらに,チャバネゴキブリ成虫に

対するノックダウン効果および24時間後の致死率につ

いても第2表bから明らかなように120分後の KD-50

は対附の Allethrinに比柁して 1.75イ汚･また24時間後

の致死率も2.221tY･の相対効力比を示した.

Table1. LD60ValuesforKikuthrh andAllethrinonHouseflyand

Germancockroachbytopicalapplication.

Insecticides
Houseflyadults

γ/ny efffcetliavtivneess

Germancockroachadults

r/roach eff:cetliavtivneess

Kikutbrin

Allethrin

0.250 2.85

0.712 1.00

2.98 1.29

3.85 1.00
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Table2. KT一瓢 valuesandmortalityafter24hrs.forKikutbrinandAllethrin
bysuccessivecontacttest.

a.AgainstHousefly(Takatsukistrain)

Insecticides

Con°.(%)

0.5

0.1

0.05

0.025

0.01

0.005

0.0025

0.00125

Kikuthrin

KT-50 Mortality(%)
(min.) after24mrs.

Allethrin

KT-50 Mortality(形)
(min.) after24mrs.

1.3

2.2

2.8

3.5

5.7

7.6

8.4

10.0 7

00

00

oo

00

oo

00

00

96
.

1.3 100

2.4 100

2.8 100

4.1 100

6.8 100

9.1 90.0

1等.0 71.8
21.0 41.7

b.AgainstGermancockroach(Denkenstrain)

Insecticides
Knockdownafter120min.

KD-50 Relative
(%) effectiveness

Mortalityafter24IlrS.
LC-50 Relative
(%) effectiveness

Kikuthrin

Allethrin

0.00077 1.75

0.00135 1.00

0.00079 2.22

0.00175 1.00

2. アカイエカ終令幼虫に対する効力

Kikuthrinによる殻ポーフラ効力は邦3表の結果の

i:うに LC-50が 0.00077ppmでAllethrinの13.7倍

の効力を示し,前述のイエバエ,チャバネゴキプ.)の

試験で観解された鮎栗よりはるかに大きい相対効力比

を示した.

机記乳剤処方から供試化合物をのぞいた祁助剤だけ

の組成物についてのアカイエカ終令幼虫に対するLC-

50は 88ppmであった.従って本実験では祁助剤の彫

響は無視できる.

3. イエバエおよびアカイエカ成虫に対するエアゾ

ールによる殺虫効力

エアゾール製剤によるイエバエおよびアカイエカ成

94

Table3.ToxicitiesofKikuthrinandAllethrin

againstmosquitolarvaebydipping
method

Insecticides ELC-50(ppm)EeffReeclt禁ievneesss

Kikuthrin

Allethrin

虫に対する殺虫試験は,イエバエについては前記の良

沢式噴霧降下装置 (改造型)により,またアカイエカ

では O.5m3箱型試験法fEtを用いて検討した.

イエバエに対する殺虫効力は節4袋からnJJらかなよ

うに速効性は対府のAllethrinとほほ同程度の効力で

Table4. Insecticidalactivity(knockdown&kill)ofKikuthrinandAllethrinin
aerosolformulationagainsthouseflies.
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あったが致死効力はLC-50でAllethrinの2.03倍の

相対効力比を示した.

他方. アカイエカ成虫に対する Kikuthrinのエア

ゾール撃退刑によろ効力も耶5誠からノックダウン効果

についてはAllethrinと的んど悶苛であったが致死呼王

の点では Kikuthrinの方がはるかにすぐれていろ.

Table5. Insecticidalactivity (knockdown
& kill)ofKikuthrhandAllethrin
in aerosolformulation against

mosquitoes.

TmTi-::1;kuLhor(:;a,.ityIfmTi-n;31eLhor(ii6a,.ity

4. イエバエ成虫に対する蚊取線香ならびにfti気蚊

取によろ殺虫効力

蚊取線香の効力試験は前述の長沢式噴霧降下袋田

(改造型)を用い,またTE気蚊取については良沢式散粉

降下袋田によって殺虫効力を検討し,結果をそれぞれ

節6および7表に示した.

蚊取線香では Allethrin0.6% の効力を捺難として

検討を行なった.結果は節6ま紬 らゝ明らかなように

KikuthrinO.4% で Allethrin0.6% の線番と等しい

ノックダウン効果を示した.また致死効力におい七は

Allethrinとの問に著しい効力差を示した.このよう

にKikuthrinは蚊取締番製剤においてすぐれた効力を

次わすが,さらに次の耶7表の同気マットの試験にお

いても,50mg/マットのKikuthrinはノックダウン効

九 致死効力ともに100mg/マットの Allethrinより

強く.そのうえ有効効力の持続時間も8時間以上ある

ことが示された.

Table7. Insecticidalactivity (knockdown
&kill)ofKikuthrinandAllethrin

in electric vaporizer against
houseilies.

以上の試験結果から,KikuthrinはAllethrinをう

わまわる速効比をIJfするとともに.致死効卿 こおいで

も低況皮まできわめて公定した強い効果を示し,蚊取

練乳 Ttl気マットおよび乳剤の各試験において柑 こす

ぐれた効力をあらわした.さらに哨乳矧 こ対する相性

も締めて低く,将来これらのql域における用途の開発

がJmSされる化合物である.
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Stlmmary

Kikuthrinisanovelpyrethroidal insecticide

havingtl一eexcellenteffectivenessandverylow

toxicityformammals.

Insecticidalactivity of the compound was

examinedincomparisonwiththatofAllethrinto

houseflies,german cockroaches,and mosquito

larvae,respectively.ItisfoundthatKikuthrinis

about3timesmoreeffectivetohousefliesand

1.3timestogermancockroachesthanAllethrin

in directcontactapplication.Especially,in

emulsifiableliquidformulation,Kikutllrinwas

foundtobeas13.7timeseffectiveasAllethrin

againstmosquitolarvae.

Furthermore,in mosquito coilandelectric

vaporizer,Kikutbrinexhibitedexellenteffectas

comparedwiththatofotherpyrethroidwith

regardtorapidknockdownactivityandhigh

mortality.

Hence,Kikuthrinshouldbeapromisingin･

secticide,paticularly,in theabovementioned

preparations.

StabilityofaNew Pyz･etIlrOid:Eiktltllrin.StudiesonInsecticideIV.MichioNAT(ANISHT,
TsunetoKuRIYAMA,AkiraKuDO.(ResearchLaboratories,YosbitomiPharmaceuticalIndustries,

Ltd.,Yoshitomi,Fukuoka,Japan)ReceivedJuly3,1970,Botyu･Kagaku35.96,1970.

13. キクス リンの安定性 殺虫剤に関する研死 節4報l) 中西突田夫,栗山経泣,エ磁 串(-LI.A-'L.'†
出光株式会it研究所,苫田町,福岡Llt.i)45.7.3受理

Kikuthrinおよび線番剤につきガスクロマトグラフィー (水菜炎イオン化検出法)により, その

公に性を検.,llLした.

Kikuthrinの主なる分解は酸化分解であり,保存状態に応じて安定性に差が認められた. しかし

ながら宍m条件では B.H.T.1% 溶加品で充分な安定性を有する.

また,線番についても一年間は安定であることを認めた.ついで Kikuthrinの線香燃焼温度にお

ける和発性熱分脈物を界温 ガスクロマトグラフィーにより検討したが, 熱処理により揮発する成分

は proparthritlのみで熱分解成分は認められない.

措 辞

Allethrinなどの邦-菊酸エステル系殺虫剤の分析

に関して.AOAC法王),ポーラログラフィー8),t.1.C.

法l)等多くの研兜がなされているが, 安定性州定のた

めの分析法として,ガスクロマトグラフ法 (GC法)が

非関に何位であり残存する主成分のみを選択的に分析

でき放適であると考えられる.

これらpyrethroidのGC法に関しては文献6･6)に枝

村されているが,本報では Kikuthrinおよび線番に

ついて. その定妃法を検討し,さらに Kikuthrinの

各班状憶での安走性ならびに Kikuthrin線香の安定

性をGCはをIT]いて検討した.また,線香燃旭を考出

し,Kikuthrinの熱による挿発性分が産物の有純およ

び線香からの抑発性成分について検討した.

実 験 方 法

1. 供 試 試 料

(1)Propartbrin;

2-Methyト5-(2-propynyl)-3-furylmethy1-2,2-

dimethyl-3-(2-methyl-propenyl)cyclopropane

96

carboxylate(吉富製薬株式会をt.製工諜用規格品,

純度 92% 以上)

(2)Kikuthrin⑧;

Propartbrin(工業用規格品)

B.H.T.★1% 添加品

★ち.H.T.(2,6-di-tert-buty1-4-methyトphenol)

(3)Kikuthrin蚊取線香

試験に用いた線香は通関の方法7,8)で試糾された

ものである.その処方を第1表に示す.

Table1. FormulationofKikutbrinmosquito
coils

Tabupowder 24.0% 24.0%
Woodflour 16.0 16.0

Pyrethrum marc 59.6 59.7

Kikuthrin 0.4 0.3

2. Kikllthrinの定丑

(1)供試試薬および試液

a.Kikutbrin(純度 91%以上)

b.内部標準物質 :Allethrin


